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感想と、確信をもまぜて申し上げて見たいと思います。

奉仕の理念、我々は日常生活に於いてロータリークラ

ブのモットーである、奉仕の理想に合致しているかを常

に反省する事。

それは新開の種になりたい等の野心名誉的のものであ

ってはならない。それで貢の奉仕とは．自分を無視して

世の為、人の為に努力する事である。それが又、ひいて

は結局自分の幸福となって巡り来る事である。この話を

聞いて、すぐ感じました事は、我が訃こは先に明治天皇

が発布されました教育勅語の中に既に「公益衆に及ぼ

す」というお諭しがありましたが、之等はロータリー精

神の真髄を教えられたものであり、ロータリーアンでな

い人でも我々以上の立派な奉仕の精神に徹した人々が沢

山いる事を再認識する要のある事を、深く確認した次第

であります。

以上をもって、ロータリークラブは皆この様な人々の

結集である為、広く世の信望を克得、過去も現在もドン

ドン発展し、拡大しつつあるのであると申されました。

そしてロータリーアンは各地に又職域に成功して行くの

であると申されました。然らば完成したロータリーアン

になるには、やはり各種の会合に出席して勉強する事だ

と申されました。

それに対し、私は、常に許の事を実践しているもので

あります。其の場、其の場で一つでも良い事を聞いた時

は良く之れを批判吟味し、艮いと思う事は、それを早く

自分のものにする、そうして之れを実行に移す事である

と私は思いますし、だから各榎の会に出席する事は、あ

えてロータリーの席上のみでない事をも確信する次第で

あります。そうして、会合を重ねる事により各種の人々

と知り合って、金で買う事の出来ない其の場の雰囲気に

接する事も出来る、之れが会合での出席の大目的であり

又以って大きな収笹でもあるのであると共に、更にこう

した席上で整得した立派な主旨、行いを奉仕、実践する

事が其の人の第二の天性になった時こそ比の人は、中村

カウンセラーの云う、完成したロータリーアンであり、

本年度国際ロータリーのRI会長の申された艮く勤める

ものは、良く人に知られる、其れが叉巡々つて自分の幸

福となる、更にRI会長の強調する「内部に火を燃や

せ」の主旨にも合致する事と深く感ずると共に、RI会

長の本年度の教書に対し真心より敬意を表する次第であ

ります。

尚私の担当している職業分類のことについて種々質凝

応答の中で、目下各クラブ共会員の募集中であった蕾で

ありましたが、私が発言して、会員の増強に当ってほ、

なるべく奉仕の精神の特性であり、実践者を推し度いも

のである。単にクラブの経営資金獲得の為に未充填職業

分類にあてはまれば良いと云うのでなく、二現在も従来も

同様である事を主張致しました。

すぐ、岩手かどこかの人が立って、私の主旨に反対し

てどの様な人でもロータリーに入れて、良い奉仕者にな

る様な指導育成して行ったらとの発言がありましたが、

それは議長の席にいた中村カウンセラーから．それは不

可であると申されました。

㊥ロータリー財団週間J

THE ROTARY FOUNDATION WEEK；

1962－1963年間のロータリー贋の中で、特別な儀式の

最初のものは、11月11日から11月17日までの、ミロータ

リー財団週間モでありましょう。クラブは伝統的に、ロ

ータリー財団に対して、彼等の注意をはらっています。

そしてその都度活動しています。クラブの儀式に対す

る暗示は、ミ時の心付けモTIM ETIPS NO・2ミに書

かれてありましょう。それはロータリークラブの財団委

員長にお送られましよう。

このミ財団週間モは、財団に関して、クラブへ、ロー

タリー財団奨学資金の候補者になり得るものを、クラブ

のロータリー例会に出席させたり、或いは炉会フイアサ

イド、ミーチング、に出席をさせたりして、ロータリー

財団の紹介をするのに、よい筏会であります。

この儀式は、ロータリー財団は何をするものかに就い

てのことを知らせる、一つのよい扱会を備えています。

それはよりよき国際理解をすることと異った国々の人々

の間の国際親善関係をはかったり、又、クラブの一部分

が財団奨学資金の目的をこめたものであることを、わか

らせる一つのよい機会であります。

スピーカとして、現在或いは過去フェロであった奨学

資金学生の利用は、市民の団体や他の地方的な群集にお

話しする前に、その地方地方の高等学校、或いは大学に

ロータリー財団奨学資金に対する団体の解明要薫として

効力のある方法であります。
ロータリーの創設者、ポールハリスは次のように云っ

たノ　ミ国際理解の増進モには、ロータリアンでない人も
ロータリアンと同様に、同じく多くの人々に達すること

が必要重要であります。そして又、個人的な考え方で行

けば、あなたは多くの人々を得ることが出来ません。

（即ちただロータリアン同志の個人的なお考えであれば
とうてい多数を得ることが出究ません。）ミロータリー

財団週間モはこの儀式の問にこのような碍別な種類で

（この特種な方法で）ロトタりアンでない人々に、多く

国際理解をすることに到達することえのよい琶会であり
ます。

0幹事報告

C会費到着　　寒河江、湯沢、釜石、青森各R．C

O例会場変更　村上R・C l1月1日　於馬の巣温泉

○大曲R・Cより「クラブの歩み」が送られて参りま

した。次回の例会に厩覧致します。

0本巳の献立

刺身　鯛、えび　　あんかけ　鮭　　味曙汁　鰭


